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元
興
寺
極
楽
坊
・

智
光
憂
茶
羅
図（
板
絵）
の
X

線
調
査

〔
調
査
の
経
過
と
方
法〕
元
興

寺極
楽
幼
の
重
文・
箸
色
智
光
円安
奈
経
の
昭
和

的
年
度
修
理
事
業
に
あ
た
り 、
画
像
の
実
態
を
き
わ
め 、
板
絵
の
構
造
を
あ
き
ら

か
に
し 、
ま
た
作
風
や
技
法
の
分
析
的
研
究
に
資
す
る
た
め
に 、
超
秋
X
線
照
射

を
中
心
と
し
て 、
そ
れ
ぞ
れ
に
補
足
的
観
察
を
と
も
な
う
調
査
を 、
二
次
に
わ
た

っ
て
お
こ
な
っ
た 。

第
1
次
調
査 。
昭
和
的
年
9
月 。
ソ
フ
テ
ッ
ク
ス
E
型
使
用 。
照
射
条
件
：

二

次
屯
圧
ロ
穴
〈 、
電
流
事向
〉 、
照
射
時
間
色印mn 、
距
隣
町
叩 。
被
写
体
m
m
一陣

の
桧
材
著
色
画 。
フ
ィ
ル
ム 、
フ
ジ
P
X
四
切
判 。
現
像
。
｜

芯
倍
液
包
括ロ 。

木
勝
像
を
中
点
に
し
て 、
四
切
判
フ
ィ
ル
ム
が
カ
バ
l

T
き
る
竪
卸
価 、
川似
お
阻

の
長
方
形
の
小
区
制
組
区
を
設
定
し 、
画
面
の
左
右
相
称
的
桃
図
を
考
慮
し
て
類

似
画
面
の
重
複
を
さ
け
る
よ
う
に 、
却
区
の
照
射
範
聞
を
決
定
し
た 。
図
像
上
重

要
な
個
所 、
た
と
え
ば
本
尊
像 、
両
脇
侍
菩
麗
像 、
橋
上
に
坐
し
た
こ
比
丘
な
ど

に
つ
い
て
は 、
構
図
の
相
称
性
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
こ
の
照
射
範
囲
に
い
れ

た 。
調
査
に
よ
っ
て 、
当
時
茶
褐
色
に
み
え
て
い
た
板
絵
表
面
の
下
に 、
鮮
や
か

な
揃
線
を
も
っ
画
態
の
存
在
す
る
こ
と
が
し
ら
れ
た
（
1
図
参
照）

。

こ
の
知
見

－
に
も
と
づ
き 、
－
次
調
査
当
時
ま
だ
板
絵
の
袈
間
に
あ
っ
た
補
強
材
を
は
ず
し
照

射
条
件
を
よ
く
し
た
上
で 、
あ
ら
た
め
て
画
面
全
体
に
つ
い
て 、
後
述
す
る
臨
製

と
い
う
新
し
い
目
的
も
設
定
し
て 、
第
2
次
の
調
査
を
お
こ
な
う
こ
と
に
し
た 。

品実

術

工

tz
 
研

究
...... 『

三

第
2
次
調
託 。
昭
和
的
年
叩
月 。
ソ
フ
テ
ッ
ク
ス
E
型
使
用 。
照
射
条
件

二

次
電
圧】ω
欠
〈 、
電
流
印
ζ
〉 、
照
射
時
間
回目白円 、
距
離
部
叩 。
被
写
体
間
前 。

フ
ィ
ル
ム 、
フ
ジ
K
X
四
切
判 、
現
像
ロ
｜

芯
倍
液
8
2n 。
全
聞
を
竪
8
段 、

横
9
列 、
一
区
却
の
寸
法
竪
お
叩 、
横
幻
叩
を
傑
準
と
す
る
η
区
に
わ
か
ち 、
そ

の
全
区
を
照
射
し
た 。
区
釧
は
凹
切
判
フ
ィ
ル
ム
の
寸
法
を
基
に
し 、
し
か
も
隣

接
す
る
フ
ィ
ル
ム
が
充
分
に
重
な
り
あ
う
よ
う
に
留
意
し
た 。
X
線
写
真
の
集
成

に
よ
っ
て
原
画
の
特
殊
な
写
真
複
製
を
作
る
こ
と
を
考
慮
に
い
れ
た
か
ら
で
あ

る 。
そ
う
し
た
考
慮
と
撮
影
が
多
量
に
わ
た
る
こ
と
な
ど
の
た
め 、
フ
ィ
ル
ム
を

県
紙
袋
に
封
入
し
た
状
態
で
船
影
を
お
こ
な
っ
た 。
こ
れ
は
作
業
経
済
の
点
で
有

効
で
あ
っ
た
し 、
州問
地
で
の
調
査
に
も
便
利
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が 、
後
述
の
よ

う
に
フ
ィ
ル
ム
の
そ
り
に
つ
い
て 、
な
お
検
討
す
べ
き
問
題
を
の
こ
し
た 。

〔
板
絵
の
帥
造〕
現
状
は
不
整
に
七
片
の
板
に
桃
割
れ
し
て
い
る
が 、
原
状
は

や
り
鈍
で
仕
上
げ
た
九
伎
の
桧
板
を
鉄
の
合
釘
で
矧
ぎ 、
矧
ぎ
自
は
画
面
側
に
麻

布
を
貼
り

漆
で
画
面
下
地
を
つ
く
っ
て
い
る 。
合
釘
の
存
在
は
X
線
写
真
で
般
定

さ
れ
た 。
各
板
片
に
4
本 、
当
日・
臼
ふ・
ミ・M
m
の
附
隔
で
整
然
と
配
置
さ
れ

た
総
数
MM

本
の
合
釘
は
（
2・
4
図
参mu

、
X
線
写
真
で
は
黒
く

惨
ん
で
み
え
る

（
口
絵
参
照〉

。

そ
れ
が
木
目
に
惨
透
し
た
鉄
銃
で
あ
る
こ
と
は 、

合
釘
の
使
用

部
分
で
画
面
が
も
り
あ
が
っ
た
危
険
な
状
態
に
あ
る
こ
と
か
ら
も
想
像
さ
れ
た 。

8 



こ
の
よ
う
な
推
察
は
修
恕
作
業
に
よ
り

確
認
さ
れ
た
（
2
図
参
照〉
。

合
釘
と
布

張
り
に
よ
る
板
矧
ぎ
の
堅
固
さ
は、

現
状
七
片
の
板
割
れ
が
い
づ
れ
も
矧
ぎ
自
に

関
係
な
く、

矧
ぎ
問
自
体
に
は
狂
い
が
な
い
こ
と
か
ら
う
か
が
え
る
が、

そ
れ
は

た
と
え
ば

由
貴
寺
大
掌
来
迎
監
の
簡
略
な

矢
筈
矧
ぎ
の

構
造
と
は

対
照
的
な
桁

原寸左脇｛守苔磁X線写真部分的ill次〉�n 悶

元
副円
寺
院槌
楽
坊
・

智
光
品ヱ
茶
印紙
図
板
絵
の
X
州紙
調
査

宝
樹
の
結
集
の
一

枚
一

枚
の
輪
郭、

本
持
政
光
の
放
射
光
（
円
絵
参
照〉

諸
菩
薩
の
宝
冠、

宝
池
の
水
波、

中
央
楼
閣
に
か
・ふ
る
腿
謀、

天
議
や
幡
や
宝
樹

の
縦
網
な
ど
に
み
ら
れ
る。

こ
う
し
た
揃
線
の
な
か
に
は、

肉
眼
で
は
ほ
と
ん
ど

た
と
え
ば、

本
尊
阿
弥
陀
仏
の
右
手
に
舞

う
金
泥
紘
の
二
匹
の
蝶、

舞
楽
…航
中
央
に
相
対
す
る
二
羽
の
伽
陵
矧
伽
な
と
は、

X

線
写
真
に
よ
っ
て
そ
の
像
容
を
確
認
し
え
た
の
で
あ
る。

朱
と
金
の
X

線
吸
収

が
も
た
ら
す
揃
線
の
明
示
は、

こ
の
板
絵
に
特
徴
的
な、

建
築
様
式
の
細
部
や
諸

種
文
機
の
紡
級
な
芯
匠
に
つ
い
て、

わ
れ
わ
れ
に
充
分
な
知
見
を
与
え
る。

と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
な
揃
線
の
倹
出
と
確
認
は、

X
線
照
射
に
よ
る
絵
図
調
査

に
つ
い
て、

補
修
や
顔
料
に
つ

い
て
の

分
析
的

認
識
に

加

え

て、

二
つ
の
方
法
の
可
能
性
を

拠
示
す
る
よ
う
に
忠
わ
れ
る。

一

つ
は、

ル米
総
の
揃
起
し
を
造

型
の
重
要
な
モ
メ
ン
ト
に
す
る

仏
画
の
場
合、

し
か
も
表一
間

染
し
て
い
る
こ
と
の
多
い
仏
画

の
場
合、

X

線
が
と
ら
え
た
拙

線
は、

単
に
像
容
を
正
し
く
認

識
さ
せ
る
だ
け
で
は
な
く、

よ

り
直
接
的
に
作
風
の
美
術
的
制

値
の
判
断
に
資
す
る
可
能
性
を

も
っ
。

わ
れ
わ
れ
の
場
合、

本

観
察
し
え
な
い
微
制
な
も
の
も
あ
る。

巧
さ
を
も
ち、

そ
の
点
で
は
構
造
の
意
匠
は
建
築
的
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
工
芸
的

範
陪
に
属
す
と
い
う
べ

き
で
あ
る。

〔
拙
線
に
つ
い
て〕

文
織
な
ど
に
若
干
の
盛
・紘
を
み
る
以
外
は、

揃
綿
は
主
に

朱
と
金
泥
の
二
種
よ
り
な
っ
て
い
る。

い
づ
れ
の
場
合
も
柿
起
し
の
線
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
多
く、
所
に
よ
っ
て
盛
の
下
術
総
が
み
え
る
場
合
も
あ
る。

中
央
楼

閣
の
宝
相
撃
と
唐
草
で
被
れ
た

石
川ι
は、

金
泥
で

文
凶慨
を

塗

り、

品
川似
の
掘
盗
り
に
な
っ
て

い
る
の
が
自
を
ひ
く。

ル氷
仙紙
は

仏
国
に

通
有
な
こ
と

で
あ
る

が、

仏
・

菩
麗
・

童
子
な
ど
の

輪
郭
と
肉
線
の
制
動
な
鉄
線
摘

を
中
心
に、

そ
の
ほ
か
に
は
雌

空
段
の
芸
の
や
や
幅
広
い
線、

後
聞
の
斗
供
の
輪
郭、

不
時
や

脇
侍
の
頭
円
光
の
華
や
か
な
文

械
の
輪
郭
な
ど
に
み
ら
れ
る。

金
泥
線
は、

仏
・

菩
躍
の
朱

衣、

緑
衣
の

衣
補
仙献
を

中
心

倹 IL トせる合i\lJ第2図 原寸

9 
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絵
の
制
作
に、

二
人
以
上
の
絵
師
が
参
加
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る

と
思
わ
れ
る。

第
二
は、

X
線
写
真
は
レ
ン
ズ

収
差
に
よ
る
映
像
の
歪
み
を
も
た
な

い
か
ら、

フ
ィ
ル
ム

面
と
画
面
と
が
密
着
し
た
状
態
で
撮
影
す
れ
ば
原

型
的
に
原
寸
写
真
で
あ
る
と
い
う
事
実
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
可
能
性
の

問
題
で
あ
る。

前
述
の
よ
う
な
わ
が
国
の
仏
画
揃
線
の
特
性
か
ら
す
れ

ば、

集
成
さ
れ
た
X
線
写
真
は、

す
く
な
く
と
も
輪
郭
線
に
つ
い
て、

原
画
の
か
な
り
正
し
い
複
製
画
面
を
つ
く
る
こ
と
を
可
能
に
す
る。

こ

の
複
製
は、

原
画
の
白
摘
に
よ
る
模
写
に
有
効
で
あ
り、

ま
た
そ
の
白

10 

第3 [81 

描
画
の
代
用
を
も
っ
と
め
う
る
で
あ
ろ
う。

こ
う
し
た
考
え
に
も
と
づ

き、

第
2
次
調
査
の
X
線
写
真
を
モ
ザ
イ
ク
集
成
し
た
の
が、

4
図

〈
全
図〉
、

口
絵
（
本
尊
部
分）

で
あ
る。

第
2
次
調
査
で
は、

・陪
擦
抵

抗
に
よ
る
物
理
的
衝
撃
を
画
面
に
与
え
ず、

し
か
も
フ
ィ
ル
ム

聞
と
画

商
の
密
石
を
可
能
に
す
る
た
め
に、

カ
七
ツ
テ
の
重
誌
を
さ
け、

黒
紙

袋
に
封
入
し
た
フ
ィ
ル
ム
を、

水
平
に
横
た
え
た
板
絵
の
画
面
上
に
静

置
さ
せ
る
方
法
を
と
っ
た。

こ
の
た
め
画
面
に
対
す
る
物
理
的
衝
撃
は

さ
け
え
た
が、

逆
に
フ
ィ
ル
ム
の
そ
り
を
防
ぎ
え
ず、

モ
ザ
イ
ク
集
成

の
段
階
で
若
干
の
映
像
の
歪
み
を
み
る
結
果
に
な
っ
た。

一

般
に
絵
画

作
品
の
X
線
開
射
に
つ
い
て
は、

フ
ィ
ル
ム
を
画
の
背
而
に
あ
て
る
の

う
な
制
効
な
鉄
線
描
の
見
事
さ
を
知
り
え
た
の
は
大
き
な
喜
び
で
あ
っ
た

（
口
絵

が
原
則
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が、

そ
の
場
合、

原
画
と
X
線
写
真
映

尊
の
開
敷
蓮
華
合
掌
の
手
印
を
明
識
す
る
と
同
時
に、

そ
の
藤
原
仏
画
に
み
る
よ

像
の
大
小
比
は、

原
画
の
寸
法
を
X、

映
像
の
寸
法
を
Y、

光
源
と
フ
ィ
ル
ム
面

の
距
離
を
A、

画
面
の
厚
さ
を
B
と
す
れ
ば、

Jヘ
＼
｝門
H
〉＼
〉
｜
∞
で
示
さ
れ
る。

参
照）

。

そ
の
美
し
い
描
線
は、

た
と
え
ば
舞
楽
段
の
音
声
菩
薩
を
は
じ
め
諸
菩

薩
の
衣
簡
に
お
け
る
や
や
硬
化
し
た
拙
線
と
対
比
す
れ
ば
質
的
に
も
す
ぐ
れ、

板

し
た
が
っ
て、

B
の
汚
い
絹
本
や
紙
本
の
場
合、

原
画
と
映
像
の
大
小
は
相
対
的



に
無
視
し
う
る
程
度
で
あ
ろ
う。
市似
絵
な
ど
B
の
厚
い
場
合
は、
A
を
大
に
す
る

こ
と
に
よ
り、
大
小
比
を
相
対
的
に
小
さ
く
す
る
こ
と
は
で
き
る。

〔
彩
色
に
つ
い
て〕
彩
色
は
厚
塗
り
で
粕
散
で
あ
る。

し
か
し
色
数
は
朱

緑、
貰
を
中
心
に
し
て
す
く
な
く、
絵
師
の
配
慮
は、
色
調
に
つ
い
て
よ
り
色
彩

一冗
興
寺
極
楽
坊・
智
光
公
茶
縦
図
板
絵
の
X
線
調
査

の
組
合
せ
に
み
ら
れ
る。
そ
の
構
成
は
直
観
的
と
い
う
よ
り
幾
可
学
的
と
い
う
べ

き
で
あ
る。
た
と
え
ば、
宝
池
の
米
字
文
風
の
石
組
で、
朱
緑
二
彩
の
対
比
は、

石
組一
倒
の
内
部
に
お
い
て
も、
或
は
石
組
相
互
の
聞
に
お
い
て
も
厳
し
い
法
則

性
を
も
っ
て
保
れ
て
い
る
の
で
あ
る。
量
制
は
総
じ
て
三
段
の
も
の
が
み
ら
れ
る

が、
と
く
に
中
尊
台
座
の
蓮
弁
で、
外
区
を
朱、
内
区
を
緑
に
す
る
四

段
門川
棚
が
X
線
写
真
で
確
認
さ
れ
た。
顔
料
で
は、
宝
池
中
の
蓮
華
化

船

生
章
子、
雨
上
の
童
子
に
み
え
る
黄
色
顔
料
が
注
立
さ
れ
た。
や
や
光

H
H
じ

hw－

沢
を
も
ち、
幾
分
褐
色
味
の
感
じ
ら
れ
る
そ
の
策
色
顔
料
は、
金
泥
や

伊

賀
土
と
質
感
を
具
に
す
る。
X
線
の
透
過
度
は
両
者
の
中
附
に
あ
り、

AWU
 
α

朱
よ
り
透
過
度
は
よ
い。
成
分
の
決
定
は
今
後
の
分
析
に
侠
た
ね
ば
な

錦

ら
な
い。
彩
色
技
法
に
つ
い
て
は、
そ
の
下
塗
り
が
注
目
さ
れ
る。
間

関

前
は
川市
漆
地
の
上
に、
そ
の
大
部
分、
と
く
に
緑
青
や
併
背
を
使
用
す

蹴
る
部
分
で
黄
土
の
下
塗
を
し
て
い
る。

接聞
に
黄
土
や
白
土
の
下
塗
を

州

行
う
技
法
は、
板
絵
に
つ
い
て
い
へ
ば、
法
界
寺
阿
弥
陀
堂
位
絵、
鳳

付

凪
掌
両
妻
壁
及
び
後
壁
裏
面、

大
報
思
寺
来
迎
壁
な
ど、

鎌
倉
時
代

行

日
川町
紀
の
作
例
が
知
ら
れ、

南
都
で
は
霊
山
寺
三
重
培、

永
仁
三
年

mzfth
 

綿
（
H

N
U印〉

の
薬
師
寺
板
絵
神
像
な
ど
回
世
紀
以
降
の
作
例
が
知
ら
れ
て

組
い
る。
智
光
盈
奈
羅
図
の
製
作
年
代
の
決
定
に
つ
い
て
勘
案
さ
れ
る
べ

制

き
点
で
あ
る。
そ
の
点
も
ふ
く
め、
こ
の
板
絵
の
彩
色
技
法
に
つ
い
て

板
は、
凶
子
扉
絵
の
諸
作
例
と
の
比
較
検
討
も
有
益
と
思
わ
れ
る。

第4図
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